
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和3年度 第1回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 期 間 令和3年7月26日（月）～7月30日（金） 

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

会 員 

お よ び 

部 会 長 

【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  田中 俊宏 （副会長） 

大津赤十字病院        小川 修   （副会長） 

公立甲賀病院         辻川 知之 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         髙折 恭一 

高島市民病院         鈴木 聡 

滋賀県医師会         越智 眞一 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        大迫 芳孝 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 

滋賀県診療放射線技師会    古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     大本 和由 

滋賀県歯科衛生士会      土屋 奈美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満 清央 

滋賀県健康医療福祉部     市川 忠稔 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        廣瀬 哲朗 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院       山本 秀和 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院       花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和3年度の取組について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取り組みについて、下記のとおり

報告があり、承認された。 

（協議会・企画運営委員会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを継続。実施計画としては協議会・企画運営委

員会を２回ずつ開催、ＲＦＬＪ参加、がん医療フォーラム開催(会場とライブ配信のハ

イブリッド形式)、ＰＤＣＡサイクルの確保を行う予定。数字として評価できる指標は

「がん診療で生じた医療安全に係る事例を医療安全委員会等で検討した回数」。 

 （相談支援部会） 

    部会、ＷＧ、研修会についてそれぞれ２回開催予定。アクションプランは前年度の取

り組みを継続。滋賀の療養情報はＷＧにて最新情報に更新し、可能な限り多くの方にい

きわたるよう努め、配布方法についても検討予定。数字として評価できる指標は「がん

相談窓口取り組み実施状況の充実」。 

 （地域連携部会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを継続し、可能な限りコロナの影響も調査す

る。部会２回・ＷＧ４回開催予定。数字として評価できる指標は「滋賀県がん地域連携



 

クリティカルパスの適用率」。 

 （がん登録推進部会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を２回、実務者研修会を3回(集合

研修)実施予定。２０２０年全国集計データ提出について例年どおり拠点・支援病院で

提出を行う。数字として評価できる指標は「がん登録情報の活用事例数」。 

 （診療支援部会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを概ね継続。部会を３回開催予定。その他、が

ん情報しがに治療法一覧やがん診療に関するトピックスを掲載、がんゲノム医療や妊孕

性温存の情報共有を行う。数字として評価できる指標は「がん情報サイトの閲覧回数」。 

 （緩和ケア推進部会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を2回、緩和ケア研修会を9回開催

予定。「緩和ケアチーム研修会」「ELNEC-J研修」「世界緩和ケアホスピスデー県民公開講

座」についても開催形態を含め検討中であるが、開催の方向で進めている。数字として

評価できる指標は「緩和ケア研修会の受講率」。 

（研修推進部会） 

    アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を3回開催予定。その他、がん看

護研修の実施、がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討、がん情報しがへの講演会

等の情報の掲載と結果の集計を行う。数字として評価できる指標は「各医療機関、団体

が主催する講演会、研修会等の参加人数ならびに満足度」。 

  

2. 第13回滋賀県がん医療フォーラムについて 

令和4年1月29日(土)に会場とオンライン配信のハイブリッド形式で開催を検討して

いる。会場開催が難しいとの判断になった場合は、昨年度同様にYouTubeでのオンライ

ン配信を行いたいと考えている。講演者等について会員の皆様のご協力をお願いした

い。 

 

会場 ： クサツエストピアホテル(草津市西大路町4 番32 号) 

先着順(50 名を予定) 

オンライン配信 ： YouTube によるライブ配信を予定 

*可能な限りオンラインでの視聴を依頼 

講演内容 ： 「がんの在宅医療」をテーマに検討中 

 

現時点では会場とオンライン配信のハイブリッド形式で開催することで承認され

た。新型コロナウイルス感染症の拡大状況により会場での開催が困難と判断される場

合には改めてメールにてご相談させていただきたい。 

 

3. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2021 滋賀医科大学について 

 今年度は10月16日(土)～17日(日)にハイブリッド形式で開催予定。滋賀医大内へは学

生・職員以外は入校できないため、別場所でチームごとにリレーウオークを開催し、オ

ンラインでの参加を検討してほしいとのこと。 

 協議会で別途場所を確保して、オンラインでリレーウオークに参加することは難しい

ため、今年度の参加は見送ることで承認された。 

 

【報告事項】 

4. 令和3年度滋賀県がん診療連携協議会の体制について 

   昨年度からの変更はなく、現行通りで運用し、必要に応じて変更する。 

 

5. 国や都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の動きについて 

 第14回都道府県がん診療連携協議会が7月9日にWeb会議で開催され、下記事項につい 

て報告があった。 



 

   ・がん登録部会からの報告 

   ・情報提供、相談支援部会からの報告 

   ・緩和ケア部会からの報告 

   ・事前アンケートの中間報告 

   ・第4期がん対策推進基本計画に向けて提案すべき事項について 

  

 詳細については国立がん研究センターのホームページに掲載されている旨を連絡。 

 

6. 県からの報告事項等 

 ・がん診療連携拠点病院等について大津赤十字病院、公立甲賀病院、彦根市立病院が 

    令和5年3月31日まで指定された。 

 ・がん患者妊孕性温存治療助成事業を国庫補助事業に基づき実施することとなった。 

   ・新規事業として、がん患者のアピアランスサポート事業の助成対象1件につきその助

成対象1件につきその助成費用の2分の1を当該市町に対し補助する。 

・地域医療介護総合確保基金を活用した事業として、血液がん個別化医療促進事業と、

がん治療病床および外来機能分化促進事業を予定している。 

・滋賀県がん対策推進計画、滋賀県保健医療計画の中間評価について、中間評価は2年

かけて実施することとした。進捗の照会について協力をお願いしたい。 

 

【意見・質問等について】 

下記の情報共有があった。 

 (高島市民病院) 

  高島市民病院では人事異動により医療安全部門長の医師が変更になった。医療安全管理者

研修を受講し12月12日に修了予定であるが、一時的に要件未充足となり、7月15日に厚労省

であった第19回がん診療連携拠点病院等の指定に関する検討会にて、当院は勧告を受ける結

果となった。 

  地域がん診療病院として精一杯取り組んでいるが、当院の規模では医師や看護師等の職員

数が少なく苦慮しているのが現状である。 

 

そ の 他 【次回開催予定】 

   令和4年3月上旬予定(メールによる意見交換) 

      *Zoom会議の場合は令和4年3月2日(水)14:00- 

  

以上のとおり報告します。                          令和3年8月17日 


